
令和６年度マイスター・ハイスクール普及促進事業（先進的取組型）

産学共創による輝く次世代の地域人材育成システム推進事業

管理機関（福井県）、拠点校（福井県立坂井高等学校 福井県立武生商工高等学校）

実施内容

【自治体】
〇前事業の成果等の普及
〇産業界からの要望等が様々な
窓口に寄せられ、対応に苦慮

〇専門高校の定員充足率の低下

〇企業等と連携した教育活動が属人化して
おり、連携が一部企業にとどまっている

〇企業や大学等との連携手段がない
〇新しい技術についての指導の困難さ

【専門高校】
現
状
・
課
題

県全体での産業界と教育界の
連携の持続的仕組みづくりが
必要

県、産業界、大学で事業運営委員会を発足

【先進的取組校】 福井県立坂井高等学校（農業-工業-商業-家庭）

福井県立若狭高等学校（水産）

産学連携コーディネーターの育成と活用

産学連携コーディネーターと同等の人材「産業教育アドバイ
ザー」の支援を受け、産業界と連携したカリキュラムの改善や
体系的教育活動を実施 等

県が高校と産業界等をつなぐ

先進的取組校の利点を生かした事業展開

委員会に属する産業界の団体等を通じて、
域内全域の企業等が専門高校と連携できる
体制を構築

前回事業にて発足した「坂井高校コンソーシアム」「若狭高校共
育パートナーシップ」を活用した様々な教育活動を展開

【成長モデル校】 福井県立武生商工高等学校（工業・商業）

〇人材確保
〇産業(企業)に対する理解促進
○出前授業や就業体験、共同
プロジェクト等の提案先

【産業界】

学校・産業界のニーズに応じた実践的
なカリキュラムの開発や共同プロジェク
ト等に組織的かつ持続的に取り組める

すべての専門高校が要望に応じた出前
授業や企業見学、インターンシップを実
施でき、地元企業への関心が高まる

すべての専門高校が自治体や産業界
等との協力体制構築へ向けて整備

エコシステムの確立 地域人材育成・確保 専門高校の魅力発信

【効果】

【方法】

学校は、産学連携コーディネーター（産業教育
アドバイザ―）を中心に、地域産業界、地域自
治体、大学等と連携し、教育活動を計画・実施

域内の全専門高校へ普及

CEOによるコーディネートのノウハウや成功事例を域内の専
門高校に共有 等

専門高校のモデルとなる取り組みを他校へ発信・共有

地域産業や先端技術を取り入れ、産業界と連携したカリキュラ
ムの改善や体系的教育活動の実施 等

学校ごとに連携体制を確立
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地域自治体

専門高校

大学
産学連携コーディネーターが支援
（産業教育アドバイザー）

小中学校との連携強化

高校が小中学校の探究学習を支援

専門学科による出前授業

目的
各校が連携する企業や人材のリストを
作成し、専門高校間で共有・活用

拠点校 拠点校以外

コーディ

域内の同一学科や他学科間での探究的な活動等の展開

ネーター

企業・学校間連携の教育活動を推進 高校生とともに企業見学に参加

マイスター・ハイスクールの取組を域内
の中学校にデジタル発信

専門高校の魅力が中学生や保護者、
教職員に伝わることで、進路選択の
新たなアプローチとなる

成長モデル校の取組を発信

拠点

拠点

前指定校
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各校にコーディネーターを配備

・拠点校のコーディネーターは学校と企業や
地域等及び学校間の連携体制を構築
・拠点校以外の学校やコーディネーターに
ノウハウを伝達

【拠点校】坂井高校・武生商工高校

福井県： 教育委員会 産業労働部

〇事業運営委員会
〇事業の総括と進捗管理
〇マイスター通信など情報発信
〇定例ミーティングの実施

〇事業運営委員会
〇産業界について、教育
委員会への助言
〇学校からの相談等につ
いて、連携の助言

産業界・高等教育機関

〇事業運営委員会
〇教育委員会、産業労働部からの依頼を受け、
地域産業界、団体、企業等へつなぐ
〇産業界からの本事業についての助言
〇教育委員会からの依頼を受け、助言および学部、
研究者等とつなぐ

地域産業界・大学・自治体 産学連携コーディネーター

〇拠点校推進委員会
〇学校と企業等のコーディネート
〇教育課程、授業の構築と実践
〇指導人材や施設設備の提供産学連携

コーディネーター

連
絡

調
整

〇拠点校において拠点校推進委員会
〇地域産業界や大学等と連携した教育課程の開発と実施
〇県内高校、小中学校と連携した授業の実施
〇先進的取組校以外の学校へ連携のノウハウ等を共有
〇エコシステム構築を視野に入れた協力体制づくりの整備 等

職業系の専門高校

坂井高校、若狭高校の知見を活用し、
産学連携体制を域内で構築

〇先進的取組校として、持続可能な
連携体制を活用した体系的な教育
活動の深化と発展
〇エコシステム確立やコーディネー
ター活用のノウハウを普及 等

坂井高校・若狭高校

〇成長するモデル校として、地元自治
体や産業界等と連携した体系的な教
育活動を実施
〇持続可能なエコシステムの確立へ
向けて協力体制づくりの整備 等

武生商工高校

〇先進的取組校や成長
モデル校の取組をもとに
教育活動の充実
○持続可能な協力体制
づくりの整備 等

その他の専門高校

拠点校にはそれぞれ「拠点校推進委員会」
を置く

産学連携
コーディネーター

各校取組の横展開

事業への連携支援・助言

各校への支援・助言

先進的取組校から知見の共有
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マイスター通信発信

第1号2025年1月
第2号2025年3月

県内専門高校と全中学生・保護者に発信

全職業系高校に
産業教育AD配置

アドバイザーが普及促進を支援

定例ミーティング開催

【参加者】

職業系高校 産学連携C

県教育委員会 伴走者 etc.

各校の進捗状況等の共有
拠点校や伴走者から助言

第1回 2025年1月

坂井高校(農工商家)

坂井高校ｺﾝｿｰｼｱﾑによる自走の取組

無償の出前授業や
企業訪問の実施

児童や高齢者と
接続を強化

プログラミング教室やミ
シン学習などの連携

武生商工高校(工商)

R7へ教育課程の改善
伴走者との
研修会

教員技術講習

教職員の意識改革

成長モデル校
地域との接続強化

地元産業界等と連携体制の仕組みづくりへ

成 果

課 題

・すべての専門高校が自治体や
産業界等との協力体制構築へ
向けて整備開始

・各拠点校で実施された事業運
営委員会に、他の職業系高校が
参加

・全職業系高校に産業教育アド
バイザー（産学連携コーディネー
ターと同等の役割）を配置

・「マイスター通信」の発行

・「定例ミーティング」の実施

・坂井高校（拠点校）が自校の取
組みを県内外へ普及

・武生商工高校（拠点校）が事業
を通して、これまでの取組みの
進化と発展（新たな取組み）を図
る

先進的取組校

・エコシステム構築を視野に入れ
た協力体制づくりの整備

・企業や人材のリストを作成し各
校で共有できる仕組みを整備
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